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研究要旨 リケッチア・レファレンスセンターの活動として評価検討を
行ってきたDuplex Real time PCR系について公開し，既存の検査系と
ともにリケッチア関連実験室診断の体系化を実施した。情報発信，情報
共有とともに，遺伝子診断のスクリーニング系に関しては非特異的な偽
陽性などの課題について情報が収集され，次の課題として検討を開始し
た。 
 

 
Ａ．研究目的 

つつが虫病，日本紅斑熱などリケッチア症

は，国内感染患者が多数報告され，死亡例，

重症化例もいまだ発生する。つつが虫病は発

生時期や地域が血清型によって異なり，診断

用抗原の選択など地域状況に即した対応が

必要となる。またリケッチア症は，BSL3 を要す

る取扱い，特定病原体指定などから，検査担

当者の異動に伴う変更を行い難い。地方衛生

研究所を中心とした地域，全国ラボネットワー

ク構築方法の検討することは，臨床に即したリ

ケッチア症の迅速対応と情報発信が可能で，

患者 QOL に資することになる。 

本研究では，リケッチア・レファレンスセンタ

ーの活動を通じ，リケッチア症の診断と病原体

サーベイランスに必要となる実験室診断系の

質的標準化，疫学情報の発信，相互信頼と連

携，機能強化を目的とする。 

Ｂ．研究方法 

1. リケッチア症実験室診断の体系化 

前年度までに開発，評価を行ってきた紅

斑熱群リケッチア症とつつが虫病の

Duplex Real time PCR をスクリーニング

系とし，既報の遺伝子検出法，血清診断法

等を組み合わせた体系的なリケッチア症の

実験室診断法の構築を行った。さらに，次

項のレファレンスセンター担当者との情報

交換の中で，診断系の問題，課題の抽出を

試みた。 

2. レファレンスセンター担当者のスキルアップ

と情報交換 

センター会議，ブロック会議等を通じ，

各所の問題点ならびに情報交換などにより，

担当者の相互連携とお互いの顔が見えるつ

ながりの構築・維持を図った。 

 



（倫理面からの配慮について） 

 本年度においては，倫理面への配慮は不

要である。 

 

Ｃ．研究結果 

1. リケッチア症実験室診断の体系化 

 図に示すように，遺伝子検出系における

スクリーニング系ならび確定方法，既存の

血清診断法のフローを示し，各所の地方衛

生研究所において実施が始められた。あわ

せて，一部の地方衛生研究所で実施された

評価段階よりより多数の臨床検体に適用す

ることにより課題の洗い出しを進め，各検

出系の非特異等と考えられるケースや，表

在菌との反応などいくつかの課題もスクリ

ーニング系において報告された。 

 

 

2. レファレンスセンター担当者のスキルアップ

と情報交換 

レファレンスセンター会議，研究会，研

修会を通じ，全国とそれぞれの地域の発生

状況情報の共有，他のダニ媒介性感染症と

の類症鑑別の問題点等の情報交換を行った。

また，臨床現場と直結する地方衛生研究所

のリケッチア検査対応の情報更新の準備を

行った。 

 

Ｄ．考察 

 リケッチア症の実験室診断系の体系を再

構築し，日本紅斑熱を含む紅斑熱群リケッ

チア症とつつが虫病の Duplex Real time 

PCR をスクリーニング系とし，既報の遺伝

子検出法，血清診断法等が各所で実施され

た。実施とともにレファレンスセンター担

当者との情報交換の中で，診断系の問題，

課題の抽出を試みた。非特異と考えられる

ケースや，表在菌との反応などいくつかの

課題もスクリーニング系において報告され

たが，急性期検体を検査材料としたリケッ

チア症の遺伝子検出系では，検体中のリケ

ッチア遺伝子が極めて少ないこと，抗菌薬

投与前でも血液中では極めて短期間しか検

出しえないことが従来より分かっており，

またスクリーニング系で使用した 16S 

rRNA を標的とした検出系の場合，一般に

非特異が出やすいともされていることから，

報告された問題課題を共有し，あくまでも

スクリーニング系という意味で，簡便性の

メリットが勝ると考える。近年，国内のリ

ケッチア症は，Rickettsia japonica による

日本紅斑熱や Orientia tsutsugamushi に

よるつつが虫病のみならず，その多様性が

R. heilongjiangensis ，R. tamurae ，R. 

helvetica など多岐にわたることが明らか

になってきている。また輸入感染症として

国内にないリケッチア症も増えている。そ

れらをとりこぼしなく診断し，適切な治療

につながるような情報を現場に提供するう

えでもメリットがあると考えている。実際，

海外でも症例が少なく，症例として明確に

確立しておらずまだ十分な検討が難しい紅

斑熱群リケッチア症の可能性を示す症例も

スクリーニング系から浮かび上がってきて

おり，現在詳細な検討が進められている。 

 

Ｅ．結論 

ブロックの地方衛生研究所によるリケッ



チア・レファレンスセンターの目的は，①

標準株，分離株の維持（リスク分散），②診

断用抗原並びに PCR 陽性コントロールの

分担作製と供給，③実験室診断技術の相互

評価（技術の維持），④新規診断法等の相互

評価（標準化），⑤疫学情報，診断情報の収

集・分析と共有，⑥緊急時のバックアップ

体制，⑦検査マニュアルの作成，改訂，⑧

検査技術の研修，⑨地域ごとの課題対応（調

査，特定ツールの検討），⑩その他（個々の

担当者のスキルアップ）等が挙げられる。

その維持の仕方についてもさらに検討して

いく必要がある。 

また近年，国内でも SFTS をはじめ複数

のダニ媒介感染症が報告され，輸入症例で

もデング熱をはじめとする様々な節足動物

媒介感染症が報告される。リケッチア症は

これらの疾患との鑑別も重要であり，特定

の疾患にとらわれず適切な診断が遅滞なく

行われるようより網羅的な診断体制が現場

で構築できるよう情報発信においても一層

の検討が求められている。 

 
Ｆ．健康危険情報 

レファレンスセンターを中心に，リケッチア症

に関する情報発信を試みるも，死亡例が発生

している。迅速な治療につながる情報発信の

難しさが示されている。 
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Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 
  （予定を含む。） 
１．特許取得 

該当なし 
２．実用新案登録 
 該当なし 
３．その他 

該当なし 
 

 


